『癩患者の告白』を読む－２ by 後藤 隆
－ 25 －
研究ノート 研究紀要　第 64 号
『癩患者の告白』を読む－２
後　藤　　　隆
Content Analysis of Leper Confessions (1923)-2
Takashi Goto
Abstract: This paper analyses one paragraph of no.2 case in Leper Confessions(1923). 
From Morphographic Analysis and KWIC:Key Word In Context Analysis of this case,the 
various characters, episodes focusing on personal, social and physiological aversion about 
leper lead to the harsh 'real'  images of no.2 leper and his family life, incluiding economic 
collapse,homelessness, hopeless wandering, suicide, desperation, social isolation, family 
breakup. And this harsh 'real' confession expression style is extended to a plausible nation's, 
human beings' 'enemy' story.
Key Words: Leper Confessions, quantitative content analysis, the harsh 'real' expression style 
and story









































本稿は、この問いに答えるべく、『癩患者の告白』106 名の告白の内告白の行数が 100 行を
越える 12 ケースの告白のテキスト・データについて、計量テキスト分析による「表層／形式」
の特徴把握を手掛かりに、そのスタイル／ストーリーを明らかにしようとするものである。





①復刻編集版『近現代日本ハンセン病問題資料集成』、2003 年第 2 刷、不二出版、172-282
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なくとも 75％以上が男であり」、「年齢の平均値」33 歳（レンジ 55）、告白の「行数の平均値」
60.1 行（レンジ 578）であること、また「100 行を越える」告白は 13 名であり、その行数の平
均値 253.5 行（レンジ 460）、その 13 名分を除いた 93 名の告白の行数の平均値 33 行（レンジ
93）であることがわかっている。（②、47-48）
行数の平均値、レンジを比べると、「100 行を越える」13 名とそれを除いた 93 名とでは大き
な差がある。










結果、分析ケースとして選定したのは 12 名の告白であり、その行数の平均値 249.2 行（レ
ンジ 460）、年齢の平均値 36.7 歳（レンジ 13）、すべて男であり、その総行数 2990 行は、『癩患





































































































行番号 先行文脈 キーワード 後続文脈
1                                                 　 私 の最も嫌いな物が二つある。一つは蛇で一つは癩病患者であり                  
2 　私の最も嫌いな物が二つある。一つは蛇で一つは癩病 患者 であります。兩者は私ばかりでなく世人一般から嫌はれて居る。……或日佛   
3  つある。一つは蛇で一つは癩病患者であります。兩者は 私 ばかりでなく世人一般から嫌はれて居る。……或日佛國王ルドビコ九世が臣下  
4  蛇で一つは癩病患者であります。兩者は私ばかりでなく 世人   一般から嫌はれて居る。……或日佛國王ルドビコ九世が臣下に向かつて云え  
5 ……或日佛國王 ルビドコ九世が 臣下に向かつて云え
6 一般から嫌はれて居る。……或日佛國王ルドビコ九世が 臣下 に向かつて云える樣大罪を犯すと癩病に  かゝるとわ何れが惡しきかと。此問  
7           かゝるとわ何れが惡しきかと。此問に答ふて 臣下 は異口同音に然り、癩病なりと。勿論ルドビコは宗  敎に熱心なるが故に宗敎  
8 るが故に宗敎的感念より此の問ひを發したのであらうが 臣下 は俗人なるを以て普通人情より之れを答へたのであろう。……世間一般 
9 に宗敎的感念より此の問ひを發したのであらうが臣下は 俗人 なるを以て普通人情より之れを答へたのであろう。……世間ippan に何人  
10       り之れを答へたのであろう。……世間一般に 何人 も癩病を恐れざるはなく叉是程嫌われる物はあるまじ。只癩病と云ふ文字す  
11   るまじ。只癩病と云ふ文字すら忌嫌われます。況んや 患者 が路傍に徘徊するの時或は自宅にあつて仕事に從事するの時彼等を目撃した  
12                                   事に從事するの時 彼等 を目撃したる人々の心は如何ん。憐れだと思ひましようか、氣の毒だ      
13                   事に從事するの時彼等を目撃したる 人々 の心は如何ん。憐れだと思ひましようか、氣の毒だと思ひましようか、否  
14 思ひましようか、否寧ろ戦慄するであろう。　……見る 人 に  於て斯如くんば病む其れ自身は何んと感じるであらう。他の病と異つて二年  
15                                           める故に 人 之を名づけて癩臭と稱す。頭は禿げてランプの如く足は落して躄とな            
16                                     に苦しむ。故に 人 は人三化七と誠に適當の譬かと思う。…‥之を醫者に聞くと黴菌は内部迄侵      
17 。故に人は人三化七と誠に適當の譬かと思う。…‥之を 醫者 に聞くと黴菌は内部迄侵入し  て居ると云ふ。外部の穢態は誰にも知れる通り  
18                         て居ると云ふ。外部の穢態は 誰にも 知れる通りであるが其れ自身の最も遺憾に堪えないのは麻痺其れ  である。  
19                                                 も 本人 は一向平氣で他人から云はれて始めて驚くと云事や人參と牛                  
20                                 も本人は一向平氣で 他人 から云はれて始めて驚くと云事や人參と牛蒡の喰い分けがつかぬ人さえあ      
21 れて始めて驚くと云事や人參と牛蒡の喰い分けがつかぬ 人 さえあ  る。専門醫でない限りどうして此の患者の?態が察しられようか。如何   
22                                               る。 専門醫 でない限りどうして此の患者の狀態が察しられようか。如何                 
23                   る。専門醫でない限りどうして此の 患者 の狀態が察しられようか。如何程細かに書たとて到底人々に了解させ得ると   
24  者の狀態が察しられようか。如何程細かに書たとて到底 人々 に了解させ得ると云事わ不可能の事と思ます。或る醫者が此麻痺と云事に付  
25       了解させ得ると云事わ不可能の事と思ます。或る 醫者 が此麻痺と云事に付て學理上でなく實地に知りたいと云て居た處凩吹き荒ぶ  
26 居た處凩吹き荒ぶ冬の或日水門の埃(ゴミ)を佛わんとて 自身 川中に入りたりき。やがて宅に歸り  行きしが餘りの冷さに途中にて下駄の脱  
27                                       がつきさては 患者 の麻痺もと思つたと云。…‥  　是は單に一例に過ぎない事であるが          
28                                              一、 少年 にして此の病出でんか學問は愚か禮儀作法も知らず家庭夫婦交                
29 少年にして此の病出でんか學問は愚か禮儀作法も知らず 家庭 夫婦交際上の事柄も知らず徒らに  ダゞッ子となつて果てるのみ。  二、 靑   
30 にして此の病出でんか學問は愚か禮儀作法も知らず家庭 夫婦 交際上の事柄も知らず徒らに  ダゞッ子となつて果てるのみ。  二、 靑年に   
31   交際上の事柄も知らず徒らに                                                  ダゞッ子 となつて果てるのみ。  二、 靑年にして病い出で
32                                              二、 靑年 にして病い出でんか學校は中途にして退學し商家の丁稚なれば                
33  二、 靑年にして病い出でんか學校は中途にして退學し 商家の丁稚 なれば解雇され發奮すべき好時機  を失しあたら有爲の靑年をして葬り  
34                                 を失しあたら有爲の 靑年 をして葬り去らねばならぬ。  三、 壯年に付て考えて見んか多年の辛苦漸     
35                                              三、 壯年 に付て考えて見んか多年の辛苦漸くなりて妻を娶り家庭を結び                
36    三、 壯年に付て考えて見んか多年の辛苦漸くなりて 妻 を娶り家庭を結び之より大いに努力せんとす  るの際斯る病に犯されたならば?   
37 壯年に付て考えて見んか多年の辛苦漸くなりて妻を娶り 家庭 を結び之より大いに努力せんとす  るの際斯る病に犯されたならば兩親の嘆き   
38  る病に犯されたならば?親の嘆きは如何ぞや。又最愛の 妻子 にも別れて仕舞はねばなるまい。  四、 年寄りは功成りて最早用なき物なれ   
39                                              四、 年寄り は功成りて最早用なき物なれば死んでも宜しい癩病に罹つて                
40 き物なれば死んでも宜しい癩病に罹つてもかまはんと云 人 あれど其  れには又相當の理屈があるもので餘命幾何もなく死に恥をかくと云う  
41                                 　斯樣に考へ來れば 嫁 であらうが舅であらうが老若の別もなく皆悲慘の極であると思ふ。……聊か      
42                     　斯樣に考へ來れば嫁であらうが 舅 であらうが老若の別もなく皆悲慘の極であると思ふ。……聊か  重復に渉るが讀  
43         　斯樣に考へ來れば嫁であらうが舅であらうが 老若 の別もなく皆悲慘の極であると思ふ。……聊か  重復に渉るが讀者咎むる事勿  
44                     重復に渉るが讀者咎むる事勿れ、 吾れ をして今一と筆書かしめよ。……東海道は三島の在に一郵便集配人ありき。  
45 ……東海道は三島の在に 一郵便集配人 ありき。彼れは長男にして一人の弟あり赤貧洗ふが如くさなきだ                
46                                     集配人ありき。 彼れ は長男にして一人の弟あり赤貧洗ふが如くさなきだに苦しき折から彼の弟      
47                               集配人ありき。彼れは 長男 にして一人の弟あり赤貧洗ふが如くさなきだに苦しき折から彼の弟は三十  七  
48               集配人ありき。彼れは長男にして一人の 弟 あり赤貧洗ふが如くさなきだに苦しき折から彼の弟は三十  七八にして尚獨身で  
49 人の弟あり赤貧洗ふが如くさなきだに苦しき折から彼の 弟 は三十  七八にして尚獨身である。最も性質は低能らしく常に兄の厄介者で加う  
50   七八にして尚獨身である。最も性質は低能らしく常に 兄 の厄介者で加うるに癩病であつた故兄の困憊  は一方ならず、女房の恩愛にから  
51 は低能らしく常に兄の厄介者で加うるに癩病であつた故 兄 の困憊  は一方ならず、女房の恩愛にかられて人道に反くとは知りつゝも血肉を  
52                                     は一方ならず、 女房 の恩愛にかられて人道に反くとは知りつゝも血肉を分けた弟を殺そと企て      
53 恩愛にかられて人道に反くとは知りつゝも血肉を分けた 弟 を殺そと企てた。  或日とある橋上に連れて行きそれ汝の行く處は此處だと後よ  
－ 33 －
54                     或日とある橋上に連れて行きそれ 汝 の行く處は此處だと後より突き落した。  　眞逆樣に落されながら彼れは流石に  
55                             　眞逆樣に落されながら 彼れ は流石に命が惜しく人殺しゝと悲鳴を掲げて助けを乞た。兄は其れに  驚き愴   
56 愴然として色を失ひ駈けより詫びたと。……之れは直接 本人 の云ふ處を其儘である。  　二、沼津在に吉太郎と云う少年があつた。母は早  
57                                     　二、沼津在に 吉太郎 と云う少年があつた。母は早く世を去り父は年に似合はぬ若い後妻を娶      
58                         　二、沼津在に吉太郎と云う 少年 があつた。母は早く世を去り父は年に似合はぬ若い後妻を娶り後妻  は大抵惡  
59           　二、沼津在に吉太郎と云う少年があつた。 母 は早く世を去り父は年に似合はぬ若い後妻を娶り後妻  は大抵惡心者が多く此人  
60 沼津在に吉太郎と云う少年があつた。母は早く世を去り 父 は年に似合はぬ若い後妻を娶り後妻  は大抵惡心者が多く此人も其一人であつた  
61 少年があつた。母は早く世を去り父は年に似合はぬ若い 後妻 を娶り後妻  は大抵惡心者が多く此人も其一人であつた。財産などはないが女  
62 た。母は早く世を去り父は年に似合はぬ若い後妻を娶り 後妻   は大抵惡心者が多く此人も其一人であつた。財産などはないが女心の淺間し  
63                                 は大抵惡心者が多く 此人 も其一人であつた。財産などはないが女心の淺間しさに夫をそゝのかして彼    
64 も其一人であつた。財産などはないが女心の淺間しさに 夫 をそゝのかして彼  の少年を草津に追やつた。草津と云へば有名の温泉で彼等の  
65                                                 の 少年 を草津に追やつた。草津と云へば有名の温泉で彼等の如き貧                  
66   の少年を草津に追やつた。草津と云へば有名の温泉で 彼等の如き貧困者 がどうして療養に勵むことを得  ん。少年は幼少なれば他國の空  
67                                               ん。 少年 は幼少なれば他國の空を見るは始めてにして賴る人なく宿るに                
68 。少年は幼少なれば他國の空を見るは始めてにして賴る 人 なく宿るに金なく只だ泣くばかりなり。  僅かに人の情けによつて野に伏し山に  
69                                             僅かに 人 の情けによつて野に伏し山に寝て日を經て故鄕え歸て見れば驚くべ              
70 山に寝て日を經て故鄕え歸て見れば驚くべし。鬼の樣な 夫婦 は逸早  くも何方ともなく引越して問えど行先を知る人もなく只大聲をあげて  
71               くも何方ともなく引越して問えど行先を 知る人 もなく只大聲をあげて泣くのみ。少年に何んの罪があ  らうか。嗚呼悲慘な  
72 て問えど行先を知る人もなく只大聲をあげて泣くのみ。 少年 に何んの罪があらうか。嗚呼悲慘なり〱彼れは病める爲めなるか。其後數日   
73                              らうか。嗚呼悲慘なり〱 彼れ は病める爲めなるか。其後數日を經て彼等の隠れ家を突留め嚴重にか  け合ひ  
74  呼悲慘なり〱彼れは病める爲めなるか。其後數日を經て 彼等 の隠れ家を突留め嚴重にか  け合ひたるに二、三囘人前に對して少年の元え尋  
75                   け合ひたるに二、三囘人前に對して 少年 の元え尋ね來りて十一文もあらんか、穴だらけの古足袋をも  ち來り一度はつ  
76                                       の爲なるか。 少年 も吾れも恐らく其本人以外知る人はなからん。…‥少年の臨終の時?あ         
77                                 の爲なるか。少年も 吾れ も恐らく其本人以外知る人はなからん。…‥少年の臨終の時?ある祖父の       
78                   の爲なるか。少年も吾れも恐らく其 本人 以外知る人はなからん。…‥少年の臨終の時?ある祖父の  葉書きが來た。之   
79           の爲なるか。少年も吾れも恐らく其本人以外 知る人 はなからん。…‥少年の臨終の時?ある祖父の  葉書きが來た。之れを見た   
80 少年も吾れも恐らく其本人以外知る人はなからん。…‥ 少年 の臨終の時淚ある祖父の  葉書きが來た。之れを見た少年の欣喜雀躍生れては   
81  本人以外知る人はなからん。…‥少年の臨終の時淚ある 祖父 の  葉書きが來た。之れを見た少年の欣喜雀躍生れてはじめて葉書が來たと!   
82                           葉書きが來た。之れを見た 少年 の欣喜雀躍生れてはじめて葉書が來たと! ! !　見る人をして轉た無量の感を   
83  た少年の欣喜雀躍生れてはじめて葉書が來たと! ! !　 見る人 をして轉た無量の感を  起さしめた。今その言にせめて一度汽車の辨當を喰  
84   年の生活の一端を窺う事が出來る。其外學識名望ある 人 の　内幾多日蔭物に朽ち果てるのでありまし  ょ。何んと恐ろしい事でわありま  
85 か。一度此病いに犯されたなれば概ね斯の如くして遂に 家 は亡  び縁談は破綻となり絶えず家庭に風波の絶間なく親子夫婦親戚兄弟等に至  
86                           び縁談は破綻となり絶えず 家庭 に風波の絶間なく親子夫婦親戚兄弟等に至る迄互に憎み互に嫌い暗室  に閉さ  
87       び縁談は破綻となり絶えず家庭に風波の絶間なく 親子 夫婦親戚兄弟等に至る迄互に憎み互に嫌い暗室  に閉されて自滅するの外なか  
88   び縁談は破綻となり絶えず家庭に風波の絶間なく親子 夫婦 親戚兄弟等に至る迄互に憎み互に嫌い暗室  に閉されて自滅するの外なからん  
89 縁談は破綻となり絶えず家庭に風波の絶間なく親子夫婦 親戚 兄弟等に至る迄互に憎み互に嫌い暗室  に閉されて自滅するの外なからん。爲  
90 は破綻となり絶えず家庭に風波の絶間なく親子夫婦親戚 兄弟 等に至る迄互に憎み互に嫌い暗室  に閉されて自滅するの外なからん。爲に或  
91                   かに増しだと思ひます。故に此世に 神佛 はなしと云ひ自暴自棄に陥り狂い死にする人もあります。  　要するに世人是  
92 思ひます。故に此世に神佛はなしと云ひ自暴自棄に陥り 狂い死にする人 もあります。  　要するに世人是を遺傅と云い傅染と云うも論者に  
93                                         　要するに 世人 是を遺傅と云い傅染と云うも論者に任すとして兎に角患者の不幸は一          
94           　要するに世人是を遺傅と云い傅染と云うも 論者 に任すとして兎に角患者の不幸は一家の不幸、引て  わ一國の恥となり其の子  
95 人是を遺傅と云い傅染と云うも論者に任すとして兎に角 患者 の不幸は一家の不幸、引てわ一國の恥となり其の子々孫々に至る迄蛇蝎の如  
96 云い傅染と云うも論者に任すとして兎に角患者の不幸は 一家 の不幸、引てわ一國の恥となり其の子々孫々に至る迄蛇蝎の如くに嫌われ穢  
97                                   わ一國の恥となり 其の子々孫々 に至る迄蛇蝎の如くに嫌われ穢多の如くに疎まれる者無慮二萬餘と    
98                       　之れは實に國家の敵である。 人類 の大敵である。……私は吾が半生を告白するに先つて聊か此處  に緒言として  
99 　之れは實に國家の敵である。人類の大敵である。…… 私 は吾が半生を告白するに先つて聊か此處  に緒言として述べ置くものである。    




































































行番号 先行文脈 キーワード 後続文脈
1     　私の最も嫌いな物が二つある。一つは蛇で一つは 癩病 患者であります。兩者は私ばかりでなく世人一般から嫌はれて居る。……或   
2 王ルドビコ九世が臣下に向かつて云える樣大罪を犯すと 癩病 にかゝるとわ何れが惡しきかと。此問に答ふて臣下は異口同音に然り、癩病  
3 れが惡しきかと。此問に答ふて臣下は異口同音に然り、 癩病 なりと。勿論ルドビコは宗敎に熱心なるが故に宗敎的感念より此の問ひを發  
4 り之れを答へたのであろう。……世間一般に何人も 癩病 を恐れざるはなく叉是程嫌われる物はあるまじ。只癩病と云ふ文字すら忌嫌  
5                                         るまじ。只 癩病 と云ふ文字すら忌嫌われます。況んや患者が路傍に徘徊するの時或は          
6   るまじ。只癩病と云ふ文字すら忌嫌われます。況んや 患者 が路傍に徘徊するの時或は自宅にあつて仕事に從事するの時彼等を目撃した  
7 斯如くんば病む其れ自身は何んと感じるであらう。他の 病 と異つて二年三年で全治する物ではありません五年十年は愚が一生空しく朽ち  
8 全快の見込がありません。始めの内こそ美しけれ次第に 重れる につれて頭髪は脱落し唇はたゞ  れ睫ははだかり、腫物は皮膚を覆ひ爲に皮  
9 りません。始めの内こそ美しけれ次第に重れるにつれて 頭髪 は脱落し唇はたゞ  れ睫ははだかり、腫物は皮膚を覆ひ爲に皮膚全體が靡亂し  
10 めの内こそ美しけれ次第に重れるにつれて頭髪は脱落し 唇 はたゞ  れ睫ははだかり、腫物は皮膚を覆ひ爲に皮膚全體が靡亂して臭氣プン〱  
11                                                 れ 睫 ははだかり、腫物は皮膚を覆ひ爲に皮膚全體が靡亂して臭氣プ                  
12                                   れ睫ははだかり、 腫物 は皮膚を覆ひ爲に皮膚全體が靡亂して臭氣プン〱として同席する能はざらし     
13               れ睫ははだかり、腫物は皮膚を覆ひ爲に 皮膚 全體が靡亂して臭氣プン〱として同席する能はざらしめる故に人之を名づけ   
14                             める故に人之を名づけて 癩臭 と稱す。頭は禿げてランプの如く足は落して躄となるもあり鼻骨は落ち頬肉  
15                 める故に人之を名づけて癩臭と稱す。 頭 は禿げてランプの如く足は落して躄となるもあり鼻骨は落ち頬肉はそげ、或は  
16 に人之を名づけて癩臭と稱す。頭は禿げてランプの如く 足 は落して躄となるもあり鼻骨は落ち頬肉はそげ、或は盲目となりて取り返しの  
17 づけて癩臭と稱す。頭は禿げてランプの如く足は落して 躄 となるもあり鼻骨は落ち頬肉はそげ、或は盲目となりて取り返しの付かぬ不具  
18 す。頭は禿げてランプの如く足は落して躄となるもあり 鼻骨 は落ち頬肉はそげ、或は盲目となりて取り返しの付かぬ不具者となり一ゝ擧  
19                                   頬肉はそげ、或は 盲目 となりて取り返しの付かぬ不具者となり一ゝ擧げ來れば枚擧に遑なく世界中    
20       頬肉はそげ、或は盲目となりて取り返しの付かぬ 不具者 となり一ゝ擧げ來れば枚擧に遑なく世界中を  駈け??るとも斯る珍物を見出  
21                                   駈け𢌞𢌞るとも斯る 珍物 を見出す事は能はざるべし。其の容貌と云い其の手足と云譬える言葉を見      
22 駈け𢌞𢌞るとも斯る珍物を見出す事は能はざるべし。其の 容貌 と云い其の手足と云譬える言葉を見出すに苦しむ。故に人は人三化七と誠に  
23 る珍物を見出す事は能はざるべし。其の容貌と云い其の 手足 と云譬える言葉を見出す  に苦しむ。故に人は人三化七と誠に適當の譬かと思  
24                                 に苦しむ。故に人は 人三化七 と誠に適當の譬かと思う。…‥之を醫者に聞くと黴菌は内部迄侵入し      
25 と誠に適當の譬かと思う。…‥之を醫者に聞くと黴菌は 内部 迄侵入して居ると云ふ。外部の穢態は誰にも知れる通りであるが其れ自身の  
26                                     て居ると云ふ。 外部 の穢態は誰にも知れる通りであるが其れ自身の最も遺憾に堪えないのは麻      
27 知れる通りであるが其れ自身の最も遺憾に堪えないのは 麻痺 其れである。知覺脱失する事である。感覺の鈍る事である。時によつて足の  
28 覺脱失する事である。感覺の鈍る事である。時によつて 足 の一本を切つても大火傷をしても本人は一向平氣で他人から云はれて始めて驚  
29 。感覺の鈍る事である。時によつて足の一本を切つても 大火傷 をしても本人は一向平氣で他人から云はれて始めて驚くと云事や人參と牛  
30 氣で他人から云はれて始めて驚くと云事や人參と牛蒡の 喰い分け がつかぬ人さえある。専門醫でない限りどうして此の患者の狀態が察し   
31                   る。専門醫でない限りどうして此の 患者 の狀態が察しられようか。如何程細かに書たとて到底人々に了解させ得ると   
32 解させ得ると云事わ不可能の事と思ます。或る醫者が此 麻痺 と云事に付て學理上でなく實地に知りたいと云て居た處凩吹き荒ぶ冬の或日  
33                                       がつきさては 患者 の麻痺もと思つたと云。…‥  　是は單に一例に過ぎない事であるが          
34                                 がつきさては患者の 麻痺 もと思つたと云。…‥  　是は單に一例に過ぎない事であるが事々物々斯の    
35                                一、 少年にして此の 病 出でんか學問は愚か禮儀作法も知らず家庭夫婦交際上の事柄も知らず徒らに      
36                                    二、 靑年にして 病 い出でんか學校は中途にして退學し商家の丁稚なれば解雇され發奮すべき好      
37                                         るの際斯る 病 に犯されたならば兩親の嘆きは如何ぞや。又最愛の妻子にも別れて仕舞           
38            四、 年寄りは功成りて最早用なき物なれば 死 んでも宜しい癩病に罹つてもかまはんと云人あれど其  れには又相當の理屈があ  
39   年寄りは功成りて最早用なき物なれば死んでも宜しい 癩病 に罹つてもかまはんと云人あれど其れには又相當の理屈があるもので餘命幾  
40       れには又相當の理屈があるもので餘命幾何もなく 死 に恥をかくと云うは殘念であると云ふ。斯樣に考へ來れば嫁であらうが舅で  
41 ある。最も性質は低能らしく常に兄の厄介者で加うるに 癩病 であつた故兄の困憊は一方ならず、女房の恩愛にかられて人道に反くとは知  
42 にかられて人道に反くとは知りつゝも血肉を分けた弟を 殺 そと企てた。或日とある橋上に連れて行きそれ汝の行く處は此處だと後より突  
43     　眞逆樣に落されながら彼れは流石に命が惜しく人 殺 し〱と悲鳴を掲げて助けを乞た。兄は其れに  驚き愴然として色を失ひ駈けより   
44                        らうか。嗚呼悲慘なり〱彼れは 病める 爲めなるか。其後數日を經て彼等の隠れ家を突留め嚴重にか  け合ひたるに  
45       ょ。何んと恐ろしい事でわありませんか。一度此 病い に犯されたなれば概ね斯の如くして遂に家は亡び縁談は破綻となり絶えず家  
46                                         に閉されて 自滅 するの外なからん。爲に或は放浪し或は自殺し一層一思ひに死の宣告          
47 に閉されて自滅するの外なからん。爲に或は放浪し或は 自殺 し一層一思ひに死の宣告を受けた方が遙かに増しだと思ひます。故に此世に  
48 の外なからん。爲に或は放浪し或は自殺し一層一思ひに 死 の宣告を受けた方が遙かに増しだと思ひます。故に此世に神佛はなしと云ひ自  
49   かに増しだと思ひます。故に此世に神佛はなしと云ひ 自暴自棄 に陥り狂い死にする人もあります。要するに世人是を遺傅と云い傅染  
50 思ひます。故に此世に神佛はなしと云ひ自暴自棄に陥り 狂い死に する人もあります。要するに世人是を遺傅と云い傅染と云うも論者に  





































































２）連番 5には年齢記載がない。それを除いた 11 名の年齢の平均値である。
３）KJ 法やグラウンディド・セオリーが典例であり、その改良の提案も少なくない。
４）グレイザー＆ストラウス、後藤隆・大出春江・水野節夫訳『データ対話型理論の発
見 : 調査からいかに理論を生み出すか』、新曜社、2010 年、13 刷、49-50 頁。Glaser,B.G./




まめ」は「近代文語」を扱うUniDic 辞書と形態素解析器 Chasen、Mecab による「形態
素解析を行うのを補助するためのソフトウエア」である。小木曽智信「近代文語UniDic	
－ 39 －
Windows 版パッケージ：「近代茶まめ」使用説明書」、2009 年 8 月、2頁。なお現在では、
http://ninjal.ac.jp の「コーパス・データベース」→「ツール」→「UniDic」に、「現代書
き言葉UniDic」「現代話し言葉UniDic」「古文用UniDicS」が公開されている。なお、本











と単語長：野球声援のリズム結合と外来語アクセント」『神戸言語学論叢』、2007 年 12 月、
pp.207-216。http://www.lib-kobe-u.ac.jp/Handle_kernel/81001535。望月朝香、鈴木泰博「小


















11）KWIC 分析の性質上、図表 8には図表 2、6との重複個所を含む。
12）シ）～チ）から得られたこうした知見は、当該患者の告白文書である『癩患者の告白』
が持ち得る「隔離のリアリティ」（②、29-30）について、外からは窺い知れない当事者な
らではの諸事情の「実録」に一面化すべきではなく、あるスタイル／ストーリーの下、告
白者のコトバといわば撚り合わされたその多面性に注意を払うべきこと、を示唆している。
